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う
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う

佐々木 大三郎
議員

小林 立栄
議員

（文責本人） （文責本人）

ハコモノ行政からの脱却を 新年度予算　
どのように共創に取り組むか

市長  有効活用と適正配置に努める 市長  情報等の共有と理解で
 共感を生み　共創していく

観光マネジメントボード遠野
市をはじめ、市内の観光関連９団体で組織される官民連携組織で、
遠野の観光を総合的にマネジメント（意思決定・進行管理）する組織。
マーケティングやプロモーションを主に、観光回遊に向けた具体策な
どを検討、実行している。

観光地域づくり法人（DMO）
観光地域づくりの司令塔として、多様な関係者と協同しながら、観
光地域づくりを実現するため戦略策定と実践の調整機能を備えた法
人。
令和６年３月29日付で、㈱遠野ふるさと商社は登録DMOに登録さ
れました。

改正空き家対策特別措置法について
　増加する空き家に対応するには、特定空き家になってからでは手遅れであり、その前の段階での対策が重要になりま
す。特定空き家の予備軍として、物件の区分に管理不全空き家が新設され、市区町村が該当物件の所有者に修繕や撤
去を指導、勧告できる仕組みが設定されました。勧告を受けた場合、所有者は、空き家の敷地に係る固定資産税について、
最大6分の1軽減される措置が受けられなくなります。
　空き家にしないため、空き家を放置しないために、家族の話し合いと市区町村の窓口や不動産・相続等の専門家への
相談が大切です。

問

以
前
の
市
政
は
、
ハ
コ
モ
ノ
を

造
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
き
た
。

一
方
、
有
効
活
用
や
統
廃
合
、
除
却

等
に
は
注
力
し
て
こ
な
か
っ
た
。
そ

の
結
果
、
維
持
管
理
費
は
年
間
21
・

２
億
円
ま
で
膨
ら
ん
で
い
る
。ま
た
、

活
用
不
十
分
な
も
の
や
遊
休
状
態
の

建
物
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
改
善
策

は
。市

長

ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
必
要
性
の

あ
る
も
の
は
活
用
策
を
講
じ
る
が
無

理
に
使
う
事
は
し
な
い
。
ま
た
、
除

却
に
は
費
用
を
伴
う
の
で
合
理
的
な

処
分
に
努
め
る
。

問
「
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
」

に
よ
り
、
過
去
10
年
間
に
多
額
の
予

算
が
投
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
観
光

客
は
減
少
し
、
空
き
店
舗
は
増
加
傾

向
に
あ
り
効
果
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
改
善
策
は
。

市
長

官
民
連
携
に
よ
る
観
光
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ボ
ー
ド
遠
野
と
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を
設
立
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
発
信
や
、
遠
野
の
魅
力
を
活

か
し
た
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ

り
活
性
化
を
図
る
。

問
「
あ
す
も
あ
遠
野
」
の
１
階
部

分
は
、
長
期
間
使
用
さ
れ
ず
施
錠
さ

れ
た
ま
ま
放
置
状
態
に
あ
る
。
活
用

計
画
は
。

問

共
創
に
取
り
組
む
上
で
重
要
な

こ
と
は
、
※
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
で
あ
る
。
日
常
生
活
の
中
で
縁

の
下
の
力
持
ち
と
し
て
頑
張
っ
て
い

る
市
民
を
、
市
民
が
推
薦
し
て
表
彰

す
る
仕
組
み
が
大
切
で
は
。

市
長

市
民
活
動
等
に
対
し
て
表
彰

を
行
っ
て
い
る
。
取
り
組
み
を
深
め

る
意
味
で
推
薦
の
仕
組
み
が
あ
っ
て

も
い
い
。

※
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
は

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
遠
野
に
愛
着
と
誇
り
を

持
ち
、
自
分
事
と
し
て
地
域
づ
く
り
に
参
加

し
た
り
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う

と
す
る
市
民
の
誇
り
や
責
任
感
の
こ
と
。

問

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
の
開
催
を
契
機
に
共
生
社
会

の
推
進
が
重
要
。
聴
覚
障
が
い
者
の

自
立
と
社
会
参
加
の
実
現
を
め
ざ
す

全
国
手
話
言
語
市
区
長
会
に
加
入
し

て
、
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
。

市
長

必
要
が
あ
れ
ば
加
入
も
。
手

話
を
多
く
の
人
に
拡
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
、
語
学
と
同
じ
よ
う
に
普

通
の
営
み
と
し
て
会
話
で
き
る
よ
う

な
社
会
に
し
て
い
き
た
い
。
手
話
奉

仕
員
養
成
事
業
で
は
、
観
光
・
交
流

に
関
わ
る
事
業
者
に
も
参
加
を
促
し

て
い
る
。

問

観
光
施
設
内
で
故
障
し
た
非
常

灯
と
誘
導
灯
を
ま
と
め
て
一
度
に
十

数
台
修
理
し
た
と
い
う
事
案
は
、
リ

ス
ク
管
理
と
危
機
管
理
上
に
問
題
な

い
か
。

市
長

故
障
発
生
の
都
度
修
理
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
。
本
件
は
、
指
定

管
理
施
設
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

再
発
防
止
に
向
け
指
定
管
理
者
の
指

導
を
徹
底
す
る
。

リ
ス
ク
管
理
と

危
機
管
理
の
あ
り
方

問

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
訪
問
型
で
助
言
や
支
援
活
動
に

取
り
組
ん
で
は
。

教
育
長

家
庭
教
育
は
教
育
の
出
発

点
。
相
談
窓
口
の
周
知
に
努
め
る
。

ま
た
、
教
育
や
児
童
福
祉
、
警
察
な

ど
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
わ
る
機

関
に
よ
る
会
議
を
開
催
し
て
お
り
、

今
後
も
情
報
共
有
し
支
援
に
努
め
た

い
。 地

域
全
体
で

家
庭
教
育
支
援
の
充
実
を

市
長

社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管

理
者
と
し
て
管
理
運
営
し
、
そ
の
自

主
事
業
と
し
て
市
民
交
流
サ
ロ
ン
・

ち
ょ
ボ
ラ
を
開
設
す
る
。

問
「
旧
遠
野
み
ら
い
創
り
カ
レ
ッ

ジ
」
は
、
多
額
の
予
算
を
投
入
し
て

整
備
さ
れ
た
が
活
用
さ
れ
な
い
ま
ま

遊
休
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。
活
用

計
画
は
。

市
長

他
の
用
途
に
活
用
す
る
に
は

新
た
な
整
備
費
用
が
発
生
す
る
こ
と

か
ら
考
え
て
い
な
い
。
現
状
の
ま
ま

有
効
に
活
用
す
る
。
な
お
、
現
在
は

４
個
人
２
団
体
が
利
用
し
て
い
る
。

問

防
災
対
策
と
し
て
、
配
慮
を
必

要
と
す
る
子
と
家
族
専
用
の
福
祉
避

難
所
の
整
備
が
必
要
で
は
。

市
長

必
要
性
は
理
解
で
き
る
が
、

協
定
を
締
結
し
て
い
る
福
祉
避
難
所

の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
利
用

可
能
な
一
室
を
活
用
す
る
こ
と
も
。

普
段
か
ら
の
周
知
や
訓
練
も
必
要
。

問

一
般
避
難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
推
進
や
福
祉
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

な
ど
必
要
で
は
。

市
長

急
い
で
整
備
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

問
※
改
正
空
き
家
対
策
特
別
措
置

法　
が
施
行
さ
れ
、
新
た
な
枠
組
み

を
活
用
し
た
空
き
家
対
策
が
求
め
ら

れ
る
が
。

市
長

民
間
と
の
取
り
組
み
が
必

要
。
市
の
空
き
家
等
対
策
計
画
は
、

法
改
正
を
踏
ま
え
た
計
画
に
見
直
す

予
定
。

活用が決まった「あすも遠野１F」、遠野駅前の賑わいが期待される。

「手話体験コーナーで、簡単な手話覚えたよ」手話サークル（どんぐり・やまゆり）
では、ろうあ者との交流や手話の普及に取り組んでいます。


